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本研究は． 1920年代初期())11本におけるバスケット

ボール競技のオフェンスが4人で行われた1f｝；しを検討した

うえで． 1930年代初期に 5人でのオフェンスが採｝IIされ

た経緯について明らかにすることを LI的とした．

本研究における検1けの結果は．以l‘.0)ように整狸でき

る．

1920年代初期にオフェンスが4人で行われた1f娯には，

バックコートでのガードの役割があった しかし． 1924

年に吊稲田大学が採Jllして以降多くのチームが5人で

ディフェンスを行う 3-2ゾーンディフェンスをltlいるよう

になったことにより． オフェンス側は数的イ沫ljな状況と

なった また． 3-2ゾーンディフェンスの採｝llにより．ス

リーパー・オフェンスが使}IJできなくなり． ガードがバッ

クコートに残る必要がなくなった． さらに． 1932年のバッ

クコート・ヴァイオレイションの規走により． ガードはボー

ルを受けてオフェンスを立て直すためにフロントコートへ

と進出するようになった．

このような状況を背屈として． 11本では 1920年代末頃

から 5人でのオフェンスが採Jijされるようになった．

I. 問題の所在

H本バスケットボール協会は． 11本のバスケットボール

競技の現状について． llt界の強栄M. アジアのライバル

国に遅れをとり．確実にその淡は広がっていると，認識し．

匪界と h．．角に戦い． lIt界で勝っための「ジャパン オリ

ジナル バスケットボール」())filjIll:を訴えている（兼子．

2002). この「オリジナル」について 11本バスケットボール

協会は．「合Pl！的で効率())l込し‘．スマートで旅脱なプレー」

としており． ここでは技術だけでなく戦術も含まれる．

この勝っための戦術を考案するには．今Il)|lいられてい

る戦術を理解するだけでは必ずしも 1•分ではない．「戦術」
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は．実戦を通して経験的に得られた認識が．理論として

構築されたものであり． それゆえ無秩序にではなく．系統

的に発達し褐るものであることから（瀧井． 1990）．戦術

がどのような経過を経て発展し．現在に至っているかを

明らかにしなければならなし‘•

スボーツにおける戦術の脱史的研究の重要性について

は． スポーツ史の研究者である］や野雄三．らが近代Fl本の

スポーツ技術の歩みをまとめた著lt『スポーツの技術史』

において詳しく検討されている．岸野（1972)は．従・米の

スポーツ史研究が「たんに懐占的あるいはhFli的な趣味

を脱して． スポーツの発股を文化との関係から位骰づけ．

それを文化史的に一般化すること」に主1脹をi代いたも())を

高く評価する傾向にあったことを指摘し．今後もそのよう

な研究が数多くなされることに期待する一方．「スポーツ

述動そのものに1脹をむけ．技術的な側面からスポーツの発

達を追求していくようなスボーツ史の1}il拓も．ぜひ試みら

れなければならない」とし さらに．「新しい技術史的分野

が．いま必要なのである」と提言している．ここでの「技術」

とは厳密な臨味ではスポーツ技術に属しないような戦術を

も含んだものであるとされていることから． ここに戦術の

胚史的研究の紅義が読み取れるものである．

さて． ここで． H本におけるバスケットボール競技の戦

術の瓶史に Hを向けるとii:ll, 1922 (kiE 11)年頃のボジ

ションの内訳はフォワード2人． ガード2人．センクー 1

人であり．各ポジションの役割は主に． ガードがディフェ

ンス． フォワードがオフェンス． センターはその両）jと lX:

別されていた そのため． ゲームにおけるオフェンスの役

割は．主にフォワード2人とセンクー 1人()),l"l-3人に1t
されていたが．状況に応じて2人のガード())うち 1人はオ

フェンスにも参加した．つまり． 1920年代初期のオフェ

ンスは最大でも 4人のプレイヤーによって展開された（小

谷． 2014). その後 1930（昭和5)年頃になると．今 II 

ではあたりまえのように用いられる 5人で())オフェンスil:2)

が行われるようになった（藤1:11. 1979). 
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I]本のバスケットボール競技における技術及び戦術の

歴史について研究した牧山 (1972)は1932（昭和7)年．

1933（昭和8)年頃よりガードのなかに中長距離シュート

に優れたプレイヤーがでてくるようになり． さらにフォー

メーションがj¥ば1文化するにつれて． 5人でのオフェンスが

行われるようになったとしている． また，技術の脱史につ

いて考察した藤lll(1979)は． H本では 1930（昭和5)年

頃になると 5人でオフェンスを行う近代バスケットボール

競技の様相を星してきたとしている． しかしいずれの(1)f

究も 5人でのオフェンスの概要について触れている程渡で

あり． 5人でのオフェンスの採用過程について詳細な分析

が行われているとはいい難い

そこで本研究では． 1920年代初期の口本におけるバス

ケットボール競技のオフェンスが4人で行われた背屈を検

討したうえで． 1930年代初期に5人でのオフェンスが採

川された経綽について1リlらかにすることを H的とするil:.3).

2.オフェンスが4人で行われた背景にあったガード

の役割

1920年代初期．主にオフェンスを行っていたのは．フォ

ワード2人とセンクー 1人の3人であった． しかし状 況

に応じて2人のガードのうち 1人はオフェンスにも参加し

たことから． オフェンスは最大でも 4人で展聞された（小

谷． 2014). それでは． オフェンス時にバックコートil:4)

に残ったガードにはどのような役割があったのだろうか．

1920年代初期の 1J本では． フロントコートil:5)に残っ

ているプレイヤーにロングバスを出すことにより．述い展

聞で攻撃するスリーパー・オフェンスが用いられていた（小

谷． 2013). したがって． 2人のガードのうち 1人は． オ

フェンスの場l(Iiであっても攻防が切り替わった際．バッ

クコートにいるfll手チームのフォワードにロングパスを送

られないようにバックコートに残る必要があった． 1926

（大IE15)年発行の『バスケットボール大要jでは「バスケッ

卜附近に 1人のフォアワード（フォワードーりlJIl者注）を

残して骰く戦法のテーム（チームー引川者注）に対しては

必ず1人のガードをそれにつけて置く事が必要である」（外

Ill. 1926)と述べられている． このように． ：り時の2人の

ガードのうち 1人には．相手チームのスリーバー・オフェ

ンスに対するセーフティーマンとしての役割があった．

この役割に加えて．当時のガードにはバックコートにお

いてオフェンスを立て直す役割があった． 1925（大1E14) 

年発行の［バスケットボール」では． ガードの役割について

図1とともに以l‘.0)ように述べられている（鈴木． 1925).

図1では．①がセンター．②・③がフォワード．④・⑤が

ガードを表しており．点線の矢印が人の動き．実線がバ

スによるボールの動きをぷしている（図 1).
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函 l：フォーメーション※

※鈴木梢ー(1925)バスケットポール．教文円院：東京，より転載．

此の形式に於ては．ガードは後方に居つて彼の方に来

るボールをフォワードや．センターに送り返す様にする．

また． 1928（昭和3)年発行のr龍球コーチ」では「味方

のゴール附近へ而車が多く染まつてボールを称ひ合つて

,,,}る時には．味方の一人（通例ガード）はコートの隅かフ

リー・スロー・ラインの慮でバスを待って屈ること」（鈴

木． 1928)と述べられているil:6）． さらに． 1930（昭和5)

年発行の『指導籠球の理論と実際』においても「何れの攻

限の場合に於いても．攻撃方式は父li．に適宜に嬰替すべ

きものであって．バスがそれ以I・.1)1j進しない場合とか，或

る方式のプレーが奏功せぬ時など．直ちに球を後方ガー

ドに返へして攻撃を再開するやうにしなければならぬ」（李．

1930)とされている． このように．バックコートで待機し

ているガードには． オフェンスが行き詰った際にボールを

受け． それを再びフロントコートヘ返すことで． オフェン

スをヽ，f.て直す役割があった．以上にぷしたように．オフェ

ンスが4人で行われた背屈には． オフェンス時における

バックコートでのガードの役割があったといえよう．

3. 5人でのオフェンスが採用された経緯

3. I 早稲田大学による 3-2ゾーンディフェンスの導入

1920年代初期の [I本においてオフェンスは最大でも 4

-16 -



IJ本0)バスケットポール競技におけるオフェンス参加人数に関する史的研究(1920年代初期～ 1930年代初期）

人のプレイヤーによって展開されていたが． その後5人で

のオフェンスが行われるようになった． その要l月のひとつ

として．早稲田大学（以下「早大」と略す）による 3-2ゾー

ンディフェンス（以下「3-2ゾーン」と略す）の祁人があげ

られる． 1920年代初期のゲームにおけるディフェンスの役

割は．主にセンター 1 人とガード2 人 0),il•3 人に任されて

いた．ーガ．オフェンスを行っていた())はフォワード2人

とセンター 1人の計3人であったが．状況に応じて2人の

ガードのうち 1人はオフェンスにも参加したその場合に．

ディフェンス側はフォワード1人がディフェンスに参加す

ることで対応していたため． ！り時のディフェンスは最大で

も4人で行われていた しかし 1924（大il・:13)年に早大

が採川して以降．多くのチームがバックコートにおいて5

人でディフェンスを行う 3-2ゾーンをJllいるようになった

（小谷． 2014）．つまりtに 3人． lii人でも 4人で展開さ

れたオフェンスに対して5人でのディフェンスが行なわれ

るようになり． オフェンス側は数（Iり不利な状況となった．

1926（大正15)年発行の Iバスケットボール』では「3人の

味方では対手5人の守備を破つて得黙する事は非‘iitに困

難である此の楊合には4人又は全uを痕げて猛烈に攻撃

せねばならぬ」（三橋． 1926)と述べられている， このよう

に， 5人でのディフェンスに対抗するために． 5人でのオ

フェンスを行う必要性が此jまったといえよう．

当時の雑誌の出述からは． 5人でのディフェンスに対抗

するために5人でのオフェンスがJIlいられた様:..fがうかが

える． 1924（大正13)年に第1lIIll関東大学リーグ戦が：ヽ19:

教大学（以ド「立大」と略す）．ー！i'•大．求以・商科•大学（以ド

「商大」と記述する）の3校によって1}}]1li！され． 1928（昭和

3)年1肘他の第51111大会まで．．、［大． ＇，t火． li6大はこの3

校以外の大学に敗れたことがなかったため（I関東大学バス

ケットボール述盟80年史編染委Li会． 2005). • ~II寺こ())

3校は「ビッグスリー」と評されてt、た． しかし． 1929(11{:f 

和4)年開催の第6皿大会において、［火が明治大学に敗

れ． 早．一人が東点帝国K学に敗れた．第6l"1大会について

「体育と競技」では「此9父のリーグ戦に於て9折甜lビックス

リーの名をして背Hの榮冠を緞紺せしめざりし理ll1は女ll

何？と云へば上位チーム())fli米0)‘iit道踏習に対する下位

新興チームの捨身式の猪突にある())である」（鈴木． 1930)

とし「女ll何に堅固な防烈陣形 (5人でのディフェンスー

引用者注）でも 5人の敵手の進撃に其デフェンスゾーンを

侵された時にはlll{ujとも勢ひ． l径陣に破綻を来たさない

わけには行かぬ」（鈴木． 1930)と述べられている． このよ

うに．立大．昇大．商大の5人で())ディフェンスをなん

とか破ろうと．他大学がJIIいた())が5人で())オフェンスで

あった．

さらに．昴大による 3-2ゾーン())祁人はそれまでのガー

ドの役割にも屈猜限をサえた． 3-2ゾーンはバックコートに
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おいて5人でディフェンスを行うものであるため． 3-2ゾー

ンの普及は． 4人でディフェンスを行い． フォワード1人

をフロントコートに残したスリーバー・オフェンスの衰退

を意味していたそのため．日本では 1920年代中頃から

3-2ゾーンの普及に伴い．スリーバー・オフェンスが採ffl

されなくなっていった（小谷． 2013). つまり．ガードが

オフェンス時にバックコートにいる相手チームのフォワー

ドを野戒する必要がなくなり． フロントコートに進出しオ

フェンスを5人で展開することが可能となった．

3. 2 パックコート・ヴァイオレイションの規定

オフェンスが5人で行われるようになった要因には，吊

大による 3-2ゾーンの甜人の他にバックコート・バイオレ

イションの規定があった．アメリカでは 1920年代に入っ

てから流行したゾーンディフェンスに対し． オフェンス

側は少しでもリードすると積極的に攻めないで．安全な

バックコートでバスやドリプルを使って時間をつぶす戦術

を採った これによりゲームが停滞し．バスケットボール

競技の興味が失われる危険を救うためにフロントコートで

ボールをコントロールしているチームのプレイヤーは． その

ボールをバックコートに返してはならないというバックコー

ト・ヴァイオレイションが規定された（岡， 1979). LI本

でも 1932（昭和7)年施行の『昭和8年度バスケットボール

競技規則』において「バック・コートに於てボールを得ホ：

ティームは 10秒以内にボールをセンター・ラインより liij方

へ進むべし」（大H本バスケットボール協会． 1932)という

10秒ルールとともに．「ボールを中央線より前方へ進めた

る後は…之を再びそのバック・コートに返すべからず」（大

l::1本バスケットボール協会， 1932)と所謂バックコート・

ヴァイオレイションが規定された注7）．バックコート・ヴァ

イオレイションについて 1932（昭和7)年発行の「体育と競

技」では以ドのように述べられている（竹liiL 1932). 

そこ（フロントコート）ヘボールが一度はいったならば．

味方の中の 1人でもバックコートにゐる要はないfiiJ

故なら特殊0)4つの場合の他．バックコートヘはボー

ルが返せないからである．従ってその場合に．バック

コートにゐるガードがあったとすれば． それはよほど

氣の抜けたガードである．

こ0)ように． バックコート・ヴァイオレイションが規

定されたことにより．一疫フロントコートに運んだボール

はバックコートにボールを返せなくなったため． ガードが

ボールを受けてオフェンスを立て直すには． フロントコー

トに進出する必要があった大H本バスケットボール協

会の設立に尽力し．設立後は協会の理事としてバスケッ

トボール競技0)ルールの設定や技術の研究普及等に努め
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た（東京体育科学研究会． 1970)李想白（1934)は．バッ

クコート・ヴァイオレイションが規定された後の 1934（昭

和4)年発行の「アサヒ・スポーツ」において「3人のIiij衛と

1人のガードが動いて残りのガードは時機を見て攻撃へ飛

込むか或は行詰まった攻撃陣よりバックバスをもらって史

に有利な攻撃を開始する方法が多い」と述べており． さら

にボールを受けてオフェンスを立て直すガードについて「場

合によっては中央の敵前線を突破することも（中央0)敵が

後退せる楊合は直ちに投射することも）できるやうになっ

てなければなりません」と）Jllえている． このように． バック

コート・ヴァイオレイションが規走された後も． ガードに

はボールを受けてオフェンスを立て直す役割があり． こ0)

役割を果たすためにガードはフロントコートに進出した．

さらに． このガードはシュートして1!}点することも求めら

れた 1933（昭和8)年発行の「アサヒ・スポーツ」には「改

正された「10秒」規則にもよるがガードの進歩捌［労なる…

ガード・プレーによる得勁には大いに見るべきものがあっ

た」（小久保． 1933)との記述が残されている． このように．

オフェンスが5人で行われるようになった1fi共には． h!.大

による 3-2ゾーンの祁人とバックコート・ヴァイオレイショ

ンの規定があった．

4.5人でのオフェンスの紹介と採用

このように． 5人でのディフェンスが採Jllされ． バック

コート・ヴァイオレイションが規定されると． バスケット

ボール競技の指祁こ内では5人でのオフェンスが紹介される

ようになった． 1928（昭和3)年発行の『龍球必り！］では．

5人でのオフェンスについて以ドのように説明している（バ

スケットボール研究会． 1928).

Five-man offenseは．ボールが完令に味方のものにな

ったと見究めるや否や全く．敵には無欄心に． 5人

が各自の分を守つて． 5人それぞれ0))j法で攻めるの

である．此の方法には前者 (4人でのオフェンス―,JI

用者注）のhll<.1人だけ（ガード）敵のゴールドに残

つて肘て．味方がボールを途中で敵にとられ逆に攻

められることに備えるやうなことをしない． これは5人

全部で攻撃するのであつて．一般に梱えられる“良く

攻めることは良く守ることである＂と./..;、i、,心.f1|！（こ lIlJつ

た方法である．

さらに． 1930（昭和5)年発行0)『指祁他球0).flItI論と実

際Iでは「1用戦中最も限々起り得べき状態の典J利を摘出し

…成るべ＜ 1;［戦と 1iil様0),lll練を輿へる 1,3めに． 5人())競

技者をコート l社こ竹蒻LJし． その位骰も 1用戦に1tiも近い状

態に在る」フォーメーションの練晋法0)一つとして1又12と

ともに次のように紹介している（李． 1930).|文|2では． c

が指祁者．①・②がフォワード．③がセンター．④・⑤

がガードを表しており．実線の矢印が人の動き．点線の

矢1:llがパスによるボールの動き．波線の矢印がドリプルに

よるボールの動きを示している（図2).
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図2:5人でのオフェンス米

※李想白(1930)指導簡球の理論と実際．春陽堂：東京，より転載

指祁抒より球を受けた3はドリプルによつて自由投肌l

の後）j近地にli11つて進む．而炭の前術はドリプラー

の後）jをliひに交叉して． I汐．の諸例と同様の進路を

取ってバスケットに突進する． 2が」1文ドリプラーの

後）jを通過する時ドリプラーは外側に向つて廻縛し

て． 2にバスする lllく見せかけてフェイントし．次に

又内側に lhjきを嬰へて．後）jより自分の内側を通つ

てバスケットヘ突進するフロア・ガード (4)にパスす

るhllくフェーク・パスし（此時4は又そのパスを取る

如くフェークすることいふまでもない）．然る後最後

に既にフロア・ガードの位irtにiiij進して．攻漿に加

はるべき｝IJ、なを完 rせるバック・ガード (5)にバック・

パスするのである．此II寺の 5 は 3 よりバスを受けて Il•:
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面よりバスケットにlhjつてドリプル・インするに好適

なる位骰にゐなければならぬ．センターは最後のパス

を終ったら直ちにl{,Jきを蛯へて．賞初の進路を取っ

て左側よりバスケットに近付き．追淵に備へなければ

ならぬ．

こうして指導ltにおいて5人でのオフェンスが紹介され

るようにると．実際にゲームにおいて5人でのオフェンス

を川いるチームが現れるようになった． 1931（昭和6)年

開佃の第 10回全 ll 本選手権大会の東京—f選会について

「ATHLETICS」には「J煤大のディレードオフェンスと其

から来るファイプメンオフェンス及長投のシステムは新味

を見せていヽ頃ぢやなからうか」（阪． 1931a)と．東京罠

業大学が5人でのオフェンスをJllいた記述が残されてい

る． また． 1931（昭和6)年1片lilliの第8回1関東大学リーグ

戦において立大は「全員攻限を1litーの武器」（坂． 1931b)

としており． 1933（昭和8)年1}li枇の第31ill全日本高専選

手権大会では立教大学予科が5人でのオフェンスを用い

た（坂． 1933). 1928（昭和3)年発行の「籠球必携」で

は「現今絲級なチームで採Jflされる攻撃法としてはfour-

man (4人）及びfive-man(5人）の攻撃」（バスケットボール

研究会． 1928)があるとしており． 1931（昭和6)年発行

の「ATHLETICS」には「ガードは得勁せぬ者フォアード

（フォワード＿引川者it)は反則せぬ者と思つてたのが．

雨者の別なく得黙反UIJ大活羅を厖し．敵味方10名が混

然として一圃のスピディープレー（スピーディープレイー

りlHl者注）を行ってる」（茂木． 1931)との記述が見られ

る． また． 1933（昭和8)年発行の「アサヒ・スボーツ」に

おいて李（1933)は「5人攻撃制が進歩した今R」と述べて

いる． このように． l-（本では 1920年代末頃から 5人での

オフェンスを用いるチームが現れるようになった．

5. まとめ

本研究における検討の結果は．以下のように整理する

ことができる．

1920年代初期の H本では． フロントコートに残ってい

るプレイヤーにロングバスをlliすことにより．速い股l用で

攻撃するスリーバー・オフェンスがHIいられていたため． 2

人のガードのうち 1人は． オフェンスの場雁であっても攻

防が切り替わった際．バックコートにいる相手チームの

フォワードにロングバスを送られないようにバックコート

に残る必要があった また．バックコートで待機してい

るガードには． オフェンスが行き詰った際にボールを受

け． それを再びフロントコートヘ返すことで． オフェンス

を立て直す役割もあった． このように 1920年代初期にオ

フェンスが4人で行われた1fl共には． オフェンス時におけ
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るバックコートでのガードの役割があった．

しかし． 1924（大TE13)年に吊大が採fflして以降．多

くのチームがバックコートにおいて5人でディフェンスを

行う 3-2ゾーンをJilいるようになったことにより．最大で

も4人でのオフェンスに対して5人でのディフェンスが行

われるようになり．オフェンス側は数的不利な状況となっ

た また． 3-2ゾーンの採JIlにより．プレイヤー 1人をフ

ロントコートに残すスリーバー・オフェンスを用いること

ができなくなり． ガードがオフェンス時にバックコートに

いる相手チームのフォワードを押戒する必要がなくなっ

た． さらに． 1932（昭和7)年にバックコート・ヴァイオ

レイションが規定されたことにより．一度フロントコー

トに巡んだボールはバックコートに返せなくなったため．

ガードはボールを受けてオフェンスを立て直すためにフロ

ントコートヘと進lllした．

このような状況を背誤として． H本では指導書において

5人でのオフェンスが紹介されるようになり． 1920年代末

頃から 5人でのオフェンスを用いるチームが現れるように

なった．

注

注 1) 13本におけるバスケットボール競技の歴史を紐解

くと． 1913（大正2)年． 口本YMCA同盟の体育

事業町11：．事の派逍要胡に応え．アメリカから

Franklin H. Brown（以下「プラウン」と略す） （1882-

1973)が米 llしたことを契機として．バスケット

ボール競技の本格的な伝播と定着発展がはじ

まった（薬師寺． 1927). プラウンは．神戸．京都．

横浜．求点とそれぞれのYMCAを通じてバスケッ

トボール競技0)将及につくしたため．競技移入後

の［I本のバスケットボール競技はYMCAを中心に

行われ（近藤 1921). 1921（大正10)年から開他

された全11本選手権大会においては第1回ー第3

回大会まで東．｝；t•YMCA が 3連覇を成し遂げた（荒

木． 1922: El本バスケットボール協会広報部会．

1981 ; l’り村． 1923). その後 1925（大正14)年

株l1liiの第5liIl大会での東東YMCAの優勝を最後

に．学生チームの優勝が紐き． しだいに日本のバ

スケットボール競技の本流は． YMCAから大学へ

と移っていった（薬師寺． 1927).

注2) 本肴為における「5人でのオフェンス」とは． オフェン

ス時に 5人全Uがフロントコート内に入るオフェン

スを．味する．

注3) 本文1|10)りIJIJ文における漢字．仮名づかい．送り

がなは．Jl;illil的にl瓜文のままとしたが．文献のタイ

トルの漢字は．常JIJ漢字に改めた また．引用文
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中の漢数字は籾川数字に変換して出した．

注4) 「バック・コートとは． 自チームのバスケットのう

しろのエンド・ラインからセンター・ラインの遠い

ほうの縁までのコートの部分」（［I本バスケットボー

ル協会審判・規則部． 2011)とされる．

注5) 「フロント・コートとは．相手チームのバスケット

のうしろのエンド・ラインからセンター・ラインの

近いほうの縁までのコートの部分」 (El本バスケット

ボール協会審判・規HIJ部． 2011)とされる．

注6) 今 Hでは「1チームが攻撃するバスケットを闊l手

チームのバスケット」といい．防御するバスケット

を「自チームのバスケット」という」(11本バスケット

ボール協会審判・規Hll部． 2011)が．当時は「味

方のゴールとはチームのボールを投げ入れんとする

バスケットを意妹」（極東体脊協会． 1917)してお

り． 当時の史料に記述されている「味）j0)ゴール」

は．今Elo)「相手チームのバスケット」を指してい

る．

注7) 『昭和8年疫バスケットボール競技規llll」では．「此

文献

の条項に反したる場合ボールは境界線外に於て柑

手方のものとなる」（大［I本バスケットボール協会．

1932)とされ． 10秒ルール．バックコート・ヴァ

イオレイションに迩反した楊合は相手チームのボー

ルとなったただし．「（1)ゴールに向つてボールを

投ずるか． （2)ジャムプ・ボールが起りたるか． （3) 

アウト・オプ・バウンズが宜せらる、か． （4)相手

方によりボールを取られた後再び取返すか」した場

合に「フロント・コートに於てボールを得たる時は

之を 1度だけセンクー・ラインよりバック・コート

に返す事」（大H本バスケットボール協会． 1932)

ができた． この規定は翌年施行の「昭和8・9年疫

バスケットボール競技規則」では．「（1)(2) (3)及

(4)の條項によりて． フロント・コートに於てボー

ルを得たる時は．最初に之に関れたるものに限り

19虻だけバック・コートに返す1iを褐． フロント・

コートに於て2疫 13の競技者が之に崩れたる後は

バック・コートに返す＃肝Ijil1滅す．但し此の後liij

4項のプレイ起りたる時は此の限にあらず」（大1-1本

バスケットボール協会． 1933)と改定された．

荒木直範（1922)バスケットバレーポール大会印象品
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